別紙２（計算方法の例）

  容器置場の内面積が４ｍ２の場合
  （算式）      Ａ          Ｗ：最大収納量（圧縮ガスｍ３、液化ガスkg）
          Ｗ＝      × Ｒ   Ａ：使用床面積（ｍ２）
Ｄ２　　　　　　　　　　　　　Ａの合計は容器置場内面積の８０％の数値
ただし、家庭で炭酸水を生成するために使用する小型の二酸化炭素容器又は冷媒充填用のフルオロカーボン容器は容器置場内面積の１００％の数値とすることが出来る。
                            Ｒ：容器１本当たりの充てん量（圧縮ガスｍ３、液　　　　　　　　　　　　　　　　化ガスkg）
                            Ｄ：容器の最大外径（ｍ）
  （記載例）ただし、Ａ／Ｄ２の数値は、小数点以下切捨て　
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